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 サメガレイ（写真 1）は北海道から東シナ海沿岸まで広く分布する深海性カ 

レイ類で、茨城県沖では水深 350ｍ前後の砂泥域で底曳網漁業により漁獲され、

1～2 月には産卵群がまとまって水揚げされます。 

本種は有眼側（表側）の体表が硬いいぼ
．．

状の突起に覆われており、一般的に

は表皮を剥いだ形態で流通し、「ムキガレイ」とも呼ばれています。この皮剥き

作業はほぼ手作業により行われていますが、有眼側の皮が筋肉と強く結合して

いるため皮剥き作業には労力を要し、本種の流通上の課題となっています。 

そこでサメガレイの剥皮作業の効率化と軽労化を目的として、簡便な剥皮方

法を検討しました。 

 

１．使用器具（写真２） 

1）ピンチオフプライヤー 

燃料ホースやラジエターホースなどを挟み一時的にラインを遮断するための自   

動車用の工具で、ラチェットロック機構により対象物を挟んだまま保持できます。 

2）スクレーパー 

  粘着物の剥離・除去に用いるへら状の工具です。魚体の曲面に合わせて剥離作業  

を行えるよう刃を湾曲させることができる製品を用います。（商品例：（株）富田  

刃物製 仁作スクレーパー キッカケ PRO） 

 

２．作業工程 

頭部、内臓及び鰭を除去したサメガレイの有眼側の尾部付近の皮をプラ

イヤーのあごで挟み込み（工程②、※ロック機構により皮を挟んだまま保

持されます）、皮を巻き付けるようにプライヤーを回転させることにより

容易に皮を剥ぐことができます（工程➃）。 

なお、プライヤーで挟み込む部分の皮を剥離するときと体側後部の筋肉

と強く結合している箇所（写真３）を剥離するときにはスクレーパーの刃

を皮と筋肉の間に入れながら作業することにより筋肉の損傷を抑えて剥離

することができます（工程①）。 

    

【工程】剥皮作業の様子は以下のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

（水産物利用加工部 渡邊直樹） 

 

写真 1 サメガレイ 

写真２ 使用器具 

左：ピンチオフプライヤー 

右：スクレーパー 

写真３ 皮と筋肉が強く結合した箇所 

（黄色く色づけしたところ） 

➀スクレーパーで
尾部の皮を剥がす。 

➁プライヤーで皮を挟
み巻き込みながら剥が

していく。 

➂硬い箇所はスク

レーパーで皮と筋
肉を剥がす。 

➃中央部まで進むと一

気に剥がせる。 

➄剥皮作業終了。力は不

要。 

サメガレイの簡便な剥皮方法の検討 

【次号予告】R８.11.13 発行の水産の窓は「海洋観測結果」を予定しています。 


